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衆
議
院
議
員
玄
葉
光
一
郎
君
提
出
福
島
の
風
評
被
害
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
三
菱
総
合
研
究
所
調
査
の
結
果
」
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
論
評
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
原
子
力
災

害
に
起
因
す
る
い
わ
れ
の
な
い
偏
見
や
差
別
の
解
消
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
放
射
線
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
、
科

学
的
知
見
に
基
づ
く
正
確
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
政
府
と
し
て
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
を
含
む
影
響
と
し

て
、
福
島
県
を
始
め
と
し
た
被
災
地
産
品
の
買
い
控
え
や
被
災
地
へ
の
観
光
客
の
減
少
等
が
様
々
な
要
因
に
よ
り
生
じ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
復
興
大
臣
の
下
、
関
係
府
省
庁
か
ら
成
る
「
原
子
力
災
害
に
よ
る
風
評
被
害
を
含
む
影
響
へ
の
対
策
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
（
以
下
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
と
い
う
。
）
を
開
催
し
、
関
係
府
省
庁
が
行
う
風
評
被
害
対
策
の
進
捗
管

理
や
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
風
評
被
害
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
福
島
県
を
始
め
と
し
た
被
災
地
の
産
品
や
被
災

地
へ
の
観
光
に
つ
い
て
、
国
内
外
に
お
け
る
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
安
全
性
に
関
す
る
正
確
な
情
報
提
供
や
正
し
い
理
解
の

一



普
及
等
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

閣
議
決
定
）
に
即
し
、
放
射
線
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
対
す
る
関
係
府
省
庁
の
連
携
し
た
取
組
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
た
め
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
風
評
払
拭
の
た
め
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
戦

略
の
下
で
、
今
後
と
も
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
、
風
評
被
害
の
払
拭
に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
小
・
中
・
高
校
の
各
段
階
で
の
教
育
指
導
の
必
修
化
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
教
育
課
程
に
関
す
る
事
項
は

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
等
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
年
文
部

科
学
省
告
示
第
二
十
八
号
）
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
中
学
校
に
お
い
て
も
理
科
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」
に
関
す
る
事
項
を

取
り
扱
う
中
で
「
放
射
線
の
性
質
と
利
用
に
も
触
れ
る
こ
と
」
と
規
定
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
た
め
、
小
学
校
、
中
学
校

及
び
高
等
学
校
の
全
て
に
お
い
て
一
律
に
放
射
線
に
関
す
る
教
育
を
必
修
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
中
学
校
・
高
校
の
入
学
試
験
問
題
に
放
射
線
の
知
識
を
問
う
問
題
を
採
用
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
入
学
者
選
抜
の
方
法
等
は
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
入
学
者
選
抜
の
実
施
者
が
決
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
者
に
お
い
て
、
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
適
切
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も

二



の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
風
評
対
策
強
化
指
針

（
平
成
二
十
九
年
七
月
追
補
改
訂
版
）
」
に
基
づ
き
、
御
指
摘
の
保
健
師
や
民
生
委
員
も
含
め
、
地
方
公
共
団
体
職
員
、
保

健
医
療
福
祉
関
係
者
、
学
校
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
者
の
養
成
に
係
る
事
業
等
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

二
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
放
射
線
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
対
す
る
関
係
府
省
庁
の
連
携
し

た
取
組
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
た
め
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
風
評
払
拭
の
た
め
の
リ
ス
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
戦
略
の
下
で
、
今
後
と
も
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
、
風
評
被
害
の
払
拭
に
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
、

風
評
被
害
対
策
に
係
る
情
報
発
信
に
当
た
っ
て
は
、
御
指
摘
の
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
含
め
、
正
確
で
分
か

り
や
す
く
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
得
る
媒
体
を
用
い
る
方
針
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

三



政
府
と
し
て
は
、
「
「
復
興
・
創
生
期
間
」
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
八
年
三

月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
「
平
成
二
十
八
年
を
「
東
北
観
光
復
興
元
年
」
と
し
て
、
観
光
振
興
に
向
け
た
力
強
い
取

組
を
開
始
す
る
」
と
す
る
と
と
も
に
、
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
決
定
）
に
お
い
て
「
東
北
六
県
の
外
国
人
宿
泊
者
数
を
二
千
二
十
年
に
百
五
十
万

人
泊
（
二
千
十
五
年
の
三
倍
）
と
す
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
外
国
人
宿
泊
者
数
の
増
加
の
た

め
、
東
北
観
光
復
興
対
策
交
付
金
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
東
北
観
光
復
興
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
「
新
し
い
東
北
」
交
流
拡

大
モ
デ
ル
事
業
等
に
よ
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
国
内
の
教
育
旅
行
の
誘
致
の
た
め
、
福
島
県
観
光
関
連
復
興
支
援
事
業
等
に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
福
島
県
へ
の
更
な
る
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪

の
促
進
や
国
内
の
教
育
旅
行
の
誘
致
の
促
進
を
始
め
と
し
た
観
光
復
興
の
取
組
を
強
化
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

四


